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自己紹介
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ソリューションアーキテクト

新聞・出版 業界を中心にお客様の技術支援を

させていただいております。
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コンテンツの多様化は加速している
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コンテンツの多様化

配信先、素材の多様化により業務負荷は高まっている

テキスト

画像

動画

音声

一つの記事

紙面

デジタル

ポッドキャスト

SNS

配信先素材

ファイルフォーマットの
多様化、サイズの増大

配信先対象の拡大
それぞれの媒体に合わせ
たフォーマットの必要性
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コンテンツの多様化によって起きうる課題例

素材の多様化による影響

• ファイルサイズの増大によりストレージの逼迫が発生し増強などのメンテナンスコストの増加
• ファイル数の増大により、検索性が低下し目的の素材にたどり着けず生産性が低下

配信先の多様化による影響

• 配信形態に合わせたファイルフォーマットを生成する必要があり、画像や動画などの変換処理
数の増加により工数 / システム負荷の増大

• 新聞紙面 / デジタル向けに合わせた記事フォーマットや見出しの生成 / 校閲対応工数の増加

業務効率化を行いコンテンツの多様化に対応していかなければならない
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業務の効率化のチャレンジ

• 業務の効率化は手探りで進めていくため機能要求や工数が未知数

• 既存の資産や環境に引きずられると効率化がうまく進まない

• マネージドサービスを利用して非機能要件にかかる労力を最小化
• トライアンドエラーをしやすいクラウド環境を活用

• 必要な時に必要なだけクラウドを活用
• サーバーレスを活用したスモールスタート
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クラウドを活用した業務効率化
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オンプレミス 仮想サーバー
マネージド
+コンテナ

マネージド
+ サーバーレス

管理工数 (自動化=工数少)

アプリケーションデータ・暗号化

アプリケーションコード(PGM)

サーバーサイド間通信の暗号化

冗長化

プラットフォーム/アプリ実行基盤

OS保守 , パッチ適用

ネットワーク構成

コンピューティングリソース
(物理NW, ストレージ)

お
客
様

お
客
様

サ
ー
ビ
ス
提
供
者

お
客
様

サ
ー
ビ
ス
提
供
者

お
客
様

コ
ン
テ
ナ

オンプレミスのワークロードをクラウドに置き換
えることによって、管理工数を低減しサービスの
改善に時間を投下。

新規の業務改善のアプリケーションなどはサー
バーレスを活用して管理工数を排した形でスモー
ルスタートで開始。
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AWSは多様なワークロードに対応

コンテナ

アプリケーション統合

ブロックチェーン

量⼦テクノロジー

セキュリティ・ID・
コンプライアンス

分析

ビジネスアプリケーション

IoT

機械学習

マネジメントとガバナンス

メディアサービス

ロボット工学

コンピューティング

AWS コスト管理

エンドユーザーコンピューティング

モバイル

ネットワークとコンテンツ配信

ストレージ

ARとVR

データベース

開発者用ツール

サーバーレス

Game Tech

カスタマーイネーブルメント

移行と転送

⼈工衛星

AWSを活用することによりコンテンツの多様化に対応可能
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コンテンツの多様化対応に
役立つサービスを一部紹介
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Amazon Simple Storage Service (Amazon S3)

AZ3

AZ1

AZ2

• 容量のスケーラビリティ (制限なし)
ストレージの拡張作業からの脱却

• 99.999999999%(9×11)の耐久性
貴重なコンテンツ資産の消失を防ぐ

• AWSサービスとの柔軟な連携
多様なAWSサービスと連携し業務効率
ワークフローを構築
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Transform

Add Tag

Get Info

AWSのサーバーレスサービス

AWS Lambda
従量課金型のコンピュートサービス

AWS Step Functions
サーバーのプロビジョニング/管理なし
でワークフローを管理できるサービス

Amazon EventBridge
イベントを使用してアプリケーション
コンポーネント同士を接続するサー
バーレスサービス

AWS Step Functions workflow

サーバー管理不要で柔軟なワークフローを構築

EventBridge

Lambda

Step Functions

12



© 2023, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates.

生成系 AI の活用
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テキスト生成

要約

情報抽出

ソースコード生成

チャットボット

検索

生成系 AI とは？
• 会話、ストーリー、画像、動画、音楽など、新しいコンテンツやアイデアを創造
• 一般に基盤モデル（FM:ファウンデーションモデル) と呼ばれる膨大なデータに

基づいて事前にトレーニングされた大規模モデルを搭載
• 生成系 AI を活用して業務効率化を図ることができる

基盤モデルインプット



© 2023, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates.

AWSでの生成系 AI (Generative AI)
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AWS Trainium 

Am azon CodeWhispererAm azon Bedrock Am azon SageMaker

( SageMaker Jum pStart)

AWS I nferentia2  

お客様の生成系AIの活用のために、
様々なサービス や インフラストラクチャを提供
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Amazon Bedrock
最も簡単に基盤モデル (FM) を使用して生成系 AI アプリケーションを構築およびスケーリング
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Amazonが提供 最先端スタートアップ企業が提供
AI 21 Labs /  Cohere /  Anthropic /  Stability AI

Titan-text Titan-Embeddings ClaudeJurassic-2 Stable 
Diffusion

Cohere

• 様々な基盤モデルをサポートし単一のAPIを通じ
てさまざまな基盤モデルにアクセス可能

• 独自のデータで基盤モデルを非公開でカスタマ
イズ(Fine-Tune)可能

• データセキュリティとコンプライアンスを実現

• AWSネットワークに閉じた形で利用可能
(VPCエンドポイントを利用)

• Playgroundsを通してコンソールから基盤モデ
ルをお手軽に試せる
※ Playgroundsの利用には費用が発生します

Virtual private cloud 

(VPC)

AWS Cloud

Amazon Bedrock
VPC EndpointAmazon EC2
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Generative AI Use Cases JP

https://github.com/aws-samples/generative-ai-use-cases-jp#generative-ai-use-cases-jp
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Generative AI を活用したビジネスユースケースをデモンストレーション

• Gererative AI を活用したビジネスユースケースを
手軽に試せるサンプルアプリケーション

• チャット、要約、メール生成、情報抽出、CS業務
効率化のユースケースが体験可能
※ 2023/10/20時点

• AWS Cloud Development Kit (AWS CDK)による
デプロイで数ステップでデプロイ可能

• まずはどんなことができるのかこのアプリを通して
体験し、生成系AIを業務改善に役立てていく

https://github.com/aws-samples/generative-ai-use-cases-jp#generative-ai-use-cases-jp
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Generative AI Use Cases JP デモ
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多様なサービスを組み合わせて業務効率化を実現
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AWS サービスの本質はビルディングブロック

サービスを組み合わせて
業務効率化を推進
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AWSを活用して業務改善をした
お客様事例
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The Guardian 社様

AWS Step Functionsを活用して購読者管理業務の効率化に成功

AWS LambdaAWS Step 

Functions
Amazon 

CloudWatch

Amazon Simple

Storage Service (S3)

AWS Lambda
Documents 

folder

チャレンジ
顧客データの保存を異なる分散システムに依存しており、複
数の分散システム間のデータフローを調整するのが困難に
なっていた。そのため時間通りに新聞届かないなどの問題が
発生していた。

ソリューション
AWS Step Functionsを活用することで複数のシステム間の
ワークフローの効率的なオーケストレーションを実現した。

結果
効率的にワークフローを管理できるようになったため顧客
データを継続的に更新して正確に保つことができ購読者に一
貫した時間通りの新聞の配達が可能になった。
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Aller 社様

Amazon Rekognitionを活用した画像の自動タグ付け

チャレンジ
写真素材の再利用や販売を増やすためには写真の
タグ付を改善する必要があり、1300万枚の写真に
すばやく、コスト効率よく自動タグ付をする方法
を探していた。

ソリューション
画像のタグ付に Amazon Rekognitionを使用する
ことを決定。またユーザーのコメントの感情分析
にAmazon Comprehendを利用。

結果
タグ付のコストが画像一枚あたり3.85ユーロから
0.12ユーロに削減された。クラウドの活用により
継続的な改善が可能になり、動画のタグ付にも利
用することを決定した。
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まとめ

• コンテンツの多様化により対応範囲の幅が広がり業務負荷が高まる
傾向にある

• 業務負荷の低減のために既存の業務を見直し業務改善を進めていく
必要があるが、業務改善は手探りである

• 業務改善を進めるためにはトライアンドエラーがしやすいプラット
フォームが必要
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クラウドの真価とは価値創造に集中できること

必要なときに必要なだけ
使うことが可能

アイデアから
実装までの時間を短縮

スモールスタートで
すぐに使い始められる

クラウド活用によって業務効率化の推進に注力
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Thank you!
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